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   　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　　この度はお忙しい中にも関わらず、弊社第１7回「顧客満足調査」にご協力いただき誠にありがとうございました。
　今回は83名のお客様からご回答を頂戴することが出来ました。

「お客様の声」は、弊社が進むべき方向を決定する大きな要素となり、将来お客様へ具体的に展開するための貴重なご意見と
させていただきます。
　以下、調査結果についてご報告させていただきます。

　①ご採用される理由には何がありますか？

営業部

―　１／１　―

圧空成形・真空成形について

当社について

　③QCD以外に求められていることに何がありますか？

Action

　皆様から頂戴しました貴重なご意見は、「弊社の課題」として真摯に受け止め来期以降の方針及び目標を
決める要素として展開し、ご期待に沿えるよう取組んでまいります。

多くのご意見を頂戴いたしました中から、特に「価格低減」「肉厚変動の制御」「ＰＲ活動の実施」に関連
する内容は、来期の活動計画のインプット情報とさせて頂きます。

皆様のご協力に心から感謝申し上げると共に、今後もご指導ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

　②期待される課題には何がありますか？

　ご採用理由は、こちらの４項目がありました。
まず、半数以上のお客様が「トータルコスト」からご判断され、
「イニシャルコストを抑えることができる」
「小ロット生産品に有効な製法である」
という点を挙げられています。
　次に、約1/4のお客様が「デザイン性」からご判断され、
「少量生産品でも樹脂成形を利用できる」
「デザイン性が向上する」
という点を挙げられています。
また、「品質の安定性」「大型成形品が可能」と続きます。

　これらの項目は、圧空成形・真空成形の強みでもあり製法の特性を良くご理
解されているお客様が、ご採用されています。

　期待される課題は、多岐にわたっています。
その中でも、半数以上のお客様が「価格低減」です。
「製品単価及び金型価格の低減に期待する」
と望まれています。
　次に、「肉厚変動」「接着部品」「透明品」「色差管理」「塗装品質向
上」等の品質面です。
「成形してみないとわからない点がある」
「型当たり面でない側の精度が出せないことが難点」等
不安要素を無くすことを望まれています。
その他にも「色調の増加」「納期短縮」も望まれています。

　これらの項目は、圧空成形・真空成形の弱みでありこの製法の解決すべき課
題です。またお客様から期待されている点でもあります。

　約6割を占める事項は、「提案活動実施」でした。
「圧空成形・真空成形をより詳しく理解したい」
「メリット・デメリット」
「製法上の選択できる材質」
「取り扱う上での注意点」
等の提案を求められているます。
　残りの約4割は、項目が多岐にわたりますが「対応面」であると判断出来ま
す。

　弊社は、展示会出展や内覧会等の各種ＰＲ活動を継続してきましたが、まだ
まだ多くのお客様に圧空成形・真空成形の提案が不足している事が浮き彫りに
なりました。
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